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1 青春の門 五木寛之
「週刊現代」という女性風ではない週刊誌の連載を、当時勤務していた国立病院のﾍﾞﾝﾁ
でﾁﾗﾘと読んで次第に熱中した田川、飯塚を舞台にした長編小説。著者の近作「親鸞」に
つられて思い出し読みました。私の青春・・・でもありました。

2 逃亡くそたわけ 絲山秋子
入院した精神病院の患者仲間と脱走し、ぼろ車で九州一円を走るだけの物語ﾃﾞｽ。女性
の作家の作品は必ず一冊は読みますが、はじめ取っ付けなかったものの、博多弁を声を
出して読めるようになって俄然面白い。

3 海と毒薬 遠藤周作
第二次世界大戦末、九州の大学であったおぞましい「事件」を題材とした小説。間もなく
負けることが判ってきた戦争という異常事態の所為、あるいはそのような状況下の人間
の狂気、それともいくつかの書評にあったﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷ-の「罪と罰」風??

4 志賀島 岡松和夫
志賀島<ｼｶﾉｼﾏと濁らない発音>には何度もまいりましたが、このあまり長くない小説を読
んでから、見慣れた風景に違う趣を感じました。でも島までの美しい長い砂州<ｻｽ>の両
側にｶﾞｰﾄﾞが出来たりして、雰囲気ぶち壊し!!

5 思ひ出 北原白秋
明治期を代表する詩人小説家は柳川出身。記念館の生家で拝見するお姿は繊細な詩
歌とは相容れないようなｵｼﾞｻﾏ姿?もあって、ちょっと鼻白む思いもしましたが、何度も声
に出して読んでみるべき美しい日本語。皆知っている「からたちの花」「ﾍﾟﾁｶ」…

6
万葉のこころ : 筑紫
路逍遙

榊晃弘
医学生時代は奈良。飛鳥にもよく参りましたが、その頃から、奈良（飛鳥時代）の前のわ
が国･･卑弥呼の時代の日本は、evidenceは持ちませんが、地理的に九州と確信しており
ました。その九州の万葉の香りが、美しい写真でよみがえっています。

7 どれくらいの愛情 白石一文
今の博多で実際にありそうでなさそな話。博多言葉の細かい感触がもっと判るとより面白
いのかも。同著者の「この胸に深々と突き刺さる矢を抜け」を読んだ時のｼﾝﾄﾞｶｯﾀ思いは
この本にもありますが、若い人には面白いのかも。

8 落日燃ゆ 城山三郎
東京裁判（調べて下さい!!）でA級戦犯7名中唯一人、死刑になった文官元総理/外相広
田弘毅は福岡出身、大名小学校、修猷館高校卒。横暴な軍部と対決し戦争防止を目指
しながら何事も言い訳せず従容<ｼｮｳﾖｳ>と死を受け入れる姿、感動します。

9 銀河の雫 高樹のぶ子
社会でそれなりの立場にある、つまり分別はあるのですが抜き差しならなくなった大人の
ややこしい関係・・恋愛を描いた西欧風小説とでもいいましょうか、読みだしたらやめられ
なくなって、徹夜して終わりまで・・・

10
博多 : 町人が育てた
国際都市

武野要子
2001年3月に福岡に転居して、最初に買った九州本は、これと露天温泉ﾓﾉ。「博多」と「福
岡」の違いは、大阪と堺にも通じますが、国際保健で実感した異文化が身近にあることを
勉強しました。

11
リツ子・その愛　リツ
子・その死

檀一雄
私世代には、「火宅の人」（調べて下さい!）檀一雄ﾌｧﾝと云うよりﾘﾂｺﾌｧﾝが結構いました。
が、国際保健分野に入ってから再読して気付いたのですが、戦争時という「健康の危機」
であり、その中の女性の自立でもありました。ちょっと深読みですが・・・

12
炭坑節物語 : 歌い
つぐヤマの歴史と人
情

深町純亮
昔、盆踊りと云えば炭坑節、そのﾙｰﾂをたどった本。日本の近代化を支えた石炭とその
産出でにぎわった街。深い地底の危険な仕事の後、人々は飲み唄ったのでしょうか。炭
坑節に色々あるらしいですが、正調炭坑節も聞いたことがない・・・

13
人は愛するに足り、真
心は信ずるに足る : ア
フガンとの約束

中村哲、
澤地久枝

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ第一人者澤地久枝が哲ｾﾝｾｲに迫ります。旧知のお二人、少しお手伝いしま
したが、淡々と語る哲ｾﾝｾｲの真意を解き明かさんと迫る澤地ｻﾝ!!　お二人に共通する生
き方として、赤十字にも通じる人道的思考が格調高く語られています。

14 地の底のヤマ 西村健
大牟田を生きるひとりの警察官の人生は日本近代化をけん引した石炭産業の歴史つま
り日本の近代史で、かつ不審死した同じ職業の父の人生を描いたﾐｽﾃﾘｰ小説でもあり、
行きつ戻りつ、ﾋﾞﾋﾞｯﾄﾞに記載された大牟田を彷徨しました。

15 サザエさん 長谷川町子
コメント無用と思いますが、著者長谷川町子氏は、佐賀県生まれ、福岡育ち…故にご一
家は全員海産物的お名前だと思っていますが…
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16 水神  上・下 帚木蓬生
江戸時代、筑後川の治水・・洪水対策でなく農業用灌漑計画に身命を掛けた5人の庄屋
とその声に応えた下級役人の老武士。ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ会中村哲先生が参考にされた山田堰の
話でもあります。東日本大震災復興に立ち向かう日本人の魂と姿を見ます。

17 秋月記 葉室麟
秋月「藩」の政事<ﾏﾂﾘｺﾞﾄ>、ｻﾑﾗｲの切合い、忍者活動ありのお家騒動物語。が、悪人風
家老の真の心情、お家大事と結束した武士間の離反、さまざまな地位の人間の生き方
は現代の組織論にも通じる。世界に先駆け種痘を行った緒方春朔も出てきます。

18 白蓮れんれん 林真理子
飯塚の炭鉱王伊藤伝右衛門と再婚した歌人柳原白蓮の宮崎龍介との駈け落ち<古い言
葉ﾃﾞｽﾈ>事件とその後を描いた伝記小説。華族とか平民･･大いに時代的ですが、要は愛
に身分年齢はない! 伝右衛門宅に立つとちょっとした感慨が浮かびました。

19 花と龍 火野葦平
明治時代末期、北九州若松に流れ着いた若い男女が、相当やくざな人々との義理と人
情の交錯する中で成功して行く物語。著者葦平のご両親の実話ですが、その葦平の甥
がﾍﾟｼｬﾜｰﾙ会の中村哲先生、何だか荒くれの人々が身近に感じられます。

20 廃市 福永武彦
一人称の回想の形で書かれた西洋風で複雑な、この長編小説は一回読んでもよく理解
できませんでしたが、著者（現筑紫野市生まれ）の作風に何となく魅せられ、しばしば、処
女作「塔」とか「草の花」と一緒に抱えていました。本格的文学の味。

21 おっしょい！山笠 保坂晃孝
元博多祇園山笠振興会長で、土井流会長を5年間も務められた石橋清助氏への聞き書
き。お祭りは参加しないとﾔｶﾏｼｲだけ!ですが、この天下の祭りの歴史、準備や運営への
ご苦労と地域の人々の関与がﾋﾞﾋﾞｯﾄﾞに語られています。

22 或る「小倉日記」伝 松本清張
小倉に赴任していた森鷗外が確かに書いたが行方不明の日記（｢小倉日記」）の代わり
に鷗外の行動記録を作ろうとする話、と云えば身も蓋もないが、障害者である主人公の
葛藤と、事実を追い求める人間の執念･･を描いたものとして読むべき。

23 点と線 松本清張
同作家1冊が原則ですが例外。理由はこの作品に出てくる旧西鉄香椎駅舎と、その昔、
たった一回だけですが、東京博多間の夜行特急「あさかぜ」に乗ったことで福岡に住んで
から、再度、この小説を味わい深く読んだため、ｽﾐﾏｾﾝ。

24
九州の蘭学 : 越境と
交流

W・ミヒェル、鳥
井裕美子、川嶌
眞人

特に医学史を網羅した江戸時代以降の日欧関係のまとめ。九州、長崎は江戸時代のわ
が国唯一の対外窓口だが、当時の日本人学者はそれまでとは異質な西洋近代科学とど
う接し、また、来日西洋人は知的交流や技術移転にどう貢献したのかがまとめられてい
ます。

25 半島を出よ 村上龍
北朝鮮特殊部隊の福岡侵入に始まるｻｽﾍﾟﾝｽ。2005年の発売時、やっと馴染んだ場所
のすべてを舞台に、政治やわが国をめぐる国際情勢不安定な現在を先取りした感もある
ｽﾘﾘﾝｸﾞな内容。読み返してみたいが、何だか面白いではすまない世相。

26
画文集　炭鉱 (ヤマ)
に生きる : 地の底の人
生記録

山本作兵衛 見て下さい!!!そして田川の石炭博物館に行きましょう!!!

27
東京タワー : オカン
とボクと、時々、オト
ン

リリー・フラン
キー

著者ﾘﾘｰ・ﾌﾗﾝｷｰは本当にﾏﾙﾁ分野に才能をお持ちですが、小学中学校は現宮若市に
在住。実態もﾏﾙﾁ人間で現代風なので、あまり馴染めない･･かと思って読み出しました
が、少々、影のうすいお父上も含め、興味深いご一家です。

28 望郷の道 上・下 北方謙三
著者の曾祖父母がﾞﾓﾃﾞﾙ、新聞連載のはじめ、地元の歴史と思って読みだしましたが、
古典的だが情と信義にあつい主人公とそのﾊﾟｰﾄﾅｰとなるｵﾝﾅ侠客の、また、信念の固さ
と愛情の深さに打たれました。日本を創った人びとの話です。

29
佐賀のがばいばあ
ちゃん

島田洋七
「がばい」とは「すごい」「とても」と云う意味だそうですが、そのままの方が実在のサノば
あちゃん的です。貧しく学歴がなくとも、溢れるばかりのﾋﾟｭｱｰな愛情と人としてまもるべき
道を態度で示めせば、ﾁｬﾝと人はつのですね。・・・では大学の役割は??

30 次郎物語 下村湖人
未完の長編、第二次世界大戦から戦後にかけての次郎少年の生活史、全編を通読する
のは根気を要しましたが、私が高校生だった頃までの若者世代に結構受けていました。
今読むと、ｳｩｰﾝ・・ﾁｮｯﾄ教育的お節介??

31
火城 : 幕末廻天の
鬼才・佐野常民

高橋克彦
日本に赤十字という組織とその理念を導入したわれらが佐野常民候は、とてもとても情
にもろく、しばしば号泣されたそうな。しかし、常民候は、真の近代化とは何かを最も真剣
に考えていた方。答えは、日赤佐賀県支部2階の講堂にある額を見よ!!

32 幕末維新と佐賀藩 毛利敏彦
日本の近代化の魁<ｻｷｶﾞｹ>として、技術的には最先端であったにもかかわらず、佐賀鍋
島藩は明治維新には大きな役割を果たしていないように見える。しかし、明治政府の中
の理念や仕組みを創った人々の中には佐賀出身が多い・・・何故??

33 百年佳約 村田喜代子

朝鮮渡来人による日本の焼物のﾙｰﾂは慶長の役（調べて下さい）の際の連行者によりま
す。寿衣（韓国の死者の衣類）をまとった百婆が自分の墓に腰掛けているｼｰﾝから始ま
るので面白いですが、ちょっとﾎｰﾑﾄﾞﾗﾏ的。が、強制連行は現在の難民問題とも関係あ
る・・・
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34 にあんちゃん 安本末子
著者は私と同世代。両親の死、佐賀県の炭鉱町の貧しい生活の、小学生の日記をにあ
んちゃん（2番目のｵﾆｲｻﾝ）がまとめたもの。日本が近代化に向かう頃の貧困層の話です
が和製ｱﾝﾈの日記とも。何だか現在の世相とﾀﾞﾌﾞﾘますね、特に家族の絆と。

35
日赤の創始者佐野
常民

吉川龍子
No.31「火城」が小説常民に対し、これは日本赤十字社の歴史としての常民候を追ったﾄﾞ
ｷｭﾒﾝﾀﾘ-。本学の赤十字概論の副読本的書物ですが、明治維新後の新生日本を創った
人びとが、西欧文化の何を吸収しようとしていたのかを汲み取って欲しい。

36
明日 : 1945年8日8
日・長崎

井上光晴
通常、明日何が起こるか知らないから私たちは今日を安穏に生きられる。原爆投下前日
の長崎の生活を描いた本書は、巨大地震、原発事故の前日にも該当する。その中で、人
は子を産み、人を愛し憎み傷つき、また、勇気を奮い起こすのです。

37 沈黙 遠藤周作
ｷﾘｼﾀﾝ弾圧下の長崎。信仰に救いを求める極貧の隠れｷﾘｼﾀﾝ農民とﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人司祭、
彼らを拷問する役人。信仰を守るために殉教する農民、何故、神は沈黙を守るのか悩む
司祭。別名の古狸庵先生のﾕｰﾓｱ小説も好きですが、最も感銘を受けた小説。

38
シーボルトと鳴滝塾
: 悲劇の展開

久米康生
鎖国時代、長崎出島のｵﾗﾝﾀﾞ商館医に着任したｼｰﾎﾞﾙﾄは本当はﾄﾞｲﾂ人。出島を出て、
わが国に初めて当時の先進国の医学その他の科学を導入するために開設した「鳴滝
塾」の諸々の話。ｼｰﾎﾞﾙﾄの息子は日本の国際赤十字参加に貢献しています。

39 解夏 さだまさし
解夏<ｹﾞｹﾞ>って何と読む？と思って手に取ったら、「精霊流し」のさだまさし作。解夏とは
仏教行事を示す言葉ですが、この小説はﾍﾞｰﾁｪｯﾄ病で東京から長崎に帰ってきた教師の
話、ちょっと純愛風ですが、しんみりとします。

40 韃靼の馬 辻原登
対朝鮮外交を担う対馬藩の若き藩士の波乱万丈の人生を描く国際小説。史実か創作か!
藩存亡を担う密命を果たすが追われ朝鮮へ。その地の人として再訪した祖国。かつて想
いを寄せた女性を一瞥だにせず去る克人を乗せた帆船。しびれました。

41
医療福祉の祖　長与
専斎

外山幹夫
“Hygiene”を「衛生」と云う語をつくるなど、わが国近代医療衛生福祉制度の父は30歳で
長崎精得館(現長崎大医学部)医師頭取（病院長）、渡欧し独蘭の医学衛生行政を視察、
初代文部省医務局長、東京医学校（現東大医学部）校長などなど。

42 くちびるに歌を 中田永一
五島列島の、ごく普通の中学生の、ちょっとした部活の話でもあるのですが、描かれてい
る個々の普通の人間が素晴らしい。自然の中のおおらかな生き方、今の都市型生活で
は失われがちな人間と自然の絆でもあります。本屋大賞も納得、泣けました。

43 長崎ぶらぶら節 なかにし礼
主題は、長崎芸者愛八<ｱイﾊﾁとよむ>と市井<ｼｾｲ>の学者古賀十二郎が埋もれていた
長崎の歌/民謡「ぶらぶら節」を発掘記録する経過なのですが、その間の愛八の情にあ
つい行動はほとんど実話のようです。読み出したら止まりません。そして泣けますよ。

44 この子を残して 永井隆
自ら被爆しながら救援にあたり、小屋のような家に伏せたまま本書とそれに先立つ「長崎
の鐘」を書かれたｸﾘｽﾁｬﾝで放射線科医師永井隆博士の写真は衝撃的でした。あらすじ
はhttp://www.aozora.gr.jp/cards/000924/files/49192_39848.htmlで読めます。

45 祭りの場 林京子
被爆者の心身の苦悩、それに何の痛みも感じず、安穏に生きる大勢（の中の私）。東日
本大震災でも同じではありませんか? 安楽な一生を非難すべきではありませんが、他者
の痛みに無関心で、絆といっても通じません。短編ですが、重い本です。

46
長崎蘭学の巨人 : 志
筑忠雄とその時代

松尾龍之介
日本語の中の外来語の多くはｵﾗﾝﾀﾞやﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語に由来しますが、それらを作ったｵﾗﾝﾀﾞ
語通詞（通訳）のお話。「お転婆」も外来語でｵﾗﾝﾀﾞ語のｵﾝﾃﾝﾊﾞｰ（御し難い）が語源って。
この方、博学でﾆｭｰﾄﾝ力学の大系「ﾌﾟﾘﾝｷﾋﾟｱ」をわが国に伝えた人でもあります。

47 まぼろしの邪馬台国 宮崎康平
日本最古の統治者は女王卑弥呼、では、その王国はどこにあったか？考古学ってﾛﾏﾝで
すね。それを実生活でなぞった盲目の実業家と支えたﾊﾟｰﾄﾅｰの記録でもあります。吉永
小百合と竹中直人の映画もよかったですが、文字で読むほうが面白いです。

48 69 sixty nine 村上龍

とにかくバカバカしいほど面白いかったです。駆け出し医師だった頃、全共闘とか全学連
とかに自分たちがかかわっていた時代、長崎・佐世保の高校生の反骨ﾌﾞﾘにあきれまし
た。著者の「限りなく透明に近いﾌﾞﾙｰ」や「半島を出よ」とかとは異質な青春小説ですが
…

49 からゆきさん 森崎和江
19世紀後半の島原半島、貧しさ故に東南ｱｼﾞｱに出稼ぎしｓｅｘ workerとして働いた日本
人女性を「からゆきさん」という。男性は「からゆくどん」。宗像在住の著者が指摘している
のは、過去の日本ではなく現在の世界の女性問題、貧困と健康、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾙｽでもある。

50
ふぉん・しいほるとの
娘

吉村昭

「三陸大津波」も書いた著者は本来歴史ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ作家。江戸時代末、日本調査使命を
帯びて長崎に来たﾄﾞｲﾂ人医師ｼｰﾎﾞﾙﾄと遊女の間に、後年日本初の女性医師となる娘、
稲が生まれる。父が国外追放後も、産婦人科医を目指すが、ﾎﾝﾄ、色々事件がありまし
た。

51 苦海浄土 石牟礼道子
仏教用語の「苦界（すべての人々の苦しみが無限なことを海に例える）」と「浄土（清浄で
清涼な世界）」を並列した題名の本書、衝撃を受けない人はいない。昭和40年代の水俣
でみた腰の萎えた猫、何も出来なかった不甲斐ない自分・・大震災も同じだが。
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52
マイネカルテ : 原田
正純聞き書き

石黒雅史
Mine Karte(独。私の診察録）は「水俣病」の解明に一生を捧げられた原田先生への聞き
語り。数年前、本学特別講演をお願いした際にお目にかかった先生は柔和そのもの、何
が先生を激しく駆り立てたのか…本学の人道に通じる先生の思いを読んでほしい。

53 水俣　ＭＩＮＡＭＡＴＡ
ユージン・スミ
ス、アイリーン・
スミス

同じものではないですが…見てください。

54
北里柴三郎 : 雷 (ド
ンネル) と呼ばれた
男

山崎光夫
破傷風抗毒素を発見し、第1回ﾉｰﾍﾞﾙ医学生理学賞候補でもあった日本の細菌学の父、
生家は記念館として熊本県阿蘇郡小国町にあります。早くから予防医学の重要さを指摘
されましたが、恩師との学問的不一致から不遇な生涯でもありました。

55 汀女句集 中村汀女
「春の猫 もどり来しかば 迎へけり」。春は猫の恋の季節、新聞の俳句欄などで拾い読み
していましたが、日常生活の中からの題材が多いとか、だからこそ親しめるのでしょうか。
最後は東京ですが、ご出身は熊本、大きなﾄﾝﾎﾞﾒｶﾞﾈの写真を思い出します。

56 草枕 夏目漱石

以前の千円札は漱石。ﾈｺｵﾀｸとしては「吾輩は猫である」もありますが、ここは舞台が玉
名市の本書を。「智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。と
かくに人の世は住みにくい。」は冒頭の一説。気難しい方だったこと、何となく判ります
ね。

57
水俣病５０年 : 「過
去」に「未来」を学ぶ

西日本新聞社
編

水俣病公式認知から50年目の2006年、西日本新聞が被害者側加害者側さらに行政の
立場をも主催して連載したものをまとめたもの。近代化、高度経済成長の陰の環境汚染
を追及しています。新聞協会賞や石橋湛山記念早稲田ｼﾞｬ-ﾅﾘｽﾞﾑ大賞を受賞。勉強でき
ます。

58 東の国から
ラフカディオ・
ハーン

ｷﾞﾘｼｬ人ﾗﾌｶﾃﾞｨｵ・ﾊｰﾝは松江ほど熊本は好きではなかったそうですが、日本と日本文化
は好き。日本人が気付かない日本文化を外国に紹介しましたが、何故、東の国？拠点が
祖国のあるﾖｰﾛｯﾊﾟなのですね。そう云えば、日本はｆａｒ east極東…

59 阿部一族 森鷗外
津和野藩御典医という名家の跡取り陸軍軍医総監森林太郎と、繊細でち密な文筆家森
鷗外は何処でどのようにｽｳｨｯﾁされるのでしょうか。鷗外作品では、舞台が京都の｢高瀬
川」が一番好きですが、ここでは江戸時代初期の肥後藩での事件を。

60 五足の靴
与謝野鉄幹ほ
か

1907年7月28日～8月19日、明治の文豪与謝野寛がまだ学生の太田正雄・北原白秋・平
野万里・吉井勇らを連れ九州を旅した際の旅日記(紀行文）。簡潔な文で、博多・柳川・佐
賀・唐津・佐世保・平戸・長崎・大江村（天草）・熊本・阿蘇・三池が。

61 源おぢ 國木田独歩
「源おぢ」を知ったのは同名佐伯産のお饅頭。明治時代、同地に教師として赴任した独歩
を偲んでつくられたそうです。文語体です。妻は美しかりし。名を百合<ﾕﾘ>と呼び、大入
島<ｵｵﾆｭｳｼﾞﾏ>の生まれなり・・・など声を出して読んで下さい。

62 海神丸 野上弥生子
百歳直前、「死なない気がする」とおっしゃった著者。実話に基づいて書かれたらしいとい
うﾁｮｯﾄ恐ろしい話でもあります。漂流した船の中で何があったのか、誰かが食料になった
のか、1920年代に、このような極限状態を書かれた動機は何なのでしょう。

63 蜩<ﾋｸﾞﾗｼ>ノ記 葉室麟
蜩は燃え尽きる命を示唆。事件の代償に幽閉中の元郡奉行監視を命じられた祐筆<ﾕｳﾋ
ﾂ、武家の秘書役>。前藩主側室との不義密通の廉<ｶﾄﾞ>で10年後の切腹と家譜編纂を
命じられた人と監視者、命に代えてまもるべきものは何か、一気読みして下さい。

64 広瀬淡窓 深町浩一郎
おひな様や天領水で有名な日田にある咸宜園<ｶﾝｷﾞｴﾝ。みなよろしの意>は、1805年、
淡窓が開いた男女を問わず「皆」勉強すること「よろし」という先駆的私塾。2階の小部屋
に座ると、淡窓先生のお声が聞こえてくるような気分になります。

65 福翁自伝 福澤諭吉
一万円札の肖像は、幕末から維新にかけ民の立場で教育の礎を作った福沢諭吉、豊前
中津の出身。とても偉い人ですが、ﾊﾁｬﾒﾁｬであり、また、この時代として大いにｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
でした。また文語調だった時代に、口語体で書かれた自伝。面白く読めます。

66 荒馬物語 戸川幸夫
ｲﾘｵﾓﾃﾔﾏﾈｺが新種として認定されたきっかけは、本書の著者が、西表島で猫の頭蓋骨
を入手されたことでした。1965年、間もなく50年!! 佐賀県出身の著者は、動物文学という
ｼﾞｬﾝﾙを確立されました、その中で一番美しい本・・と思います。

67 しゃぼん玉 乃南アサ
宮崎県の限界集落椎葉村。生きるために金品を奪う、そのための手段が人を傷つけるこ
と、何ら罪悪感がない主人公が、村の老婆宅に孫ﾓﾄﾞｷで住み着く。そして・・・自分と向き
合い葛藤しながら、しゃぼん玉のようなはかない生き方を考える。ｳｩｰﾝ、ありきたり？

68
口語訳古事記　完全
版

三浦佑之【訳・
注釈】

解釈無用、日本最古の古典の現代訳。一度は見ておきたい。

69 若山牧水歌集 若山牧水
宮崎の現日向市の出身、明治末から大正期の情熱的歌人。結核死が多かった文学者に
は珍しく大酒のみで肝硬変で43才で亡くなる。「死にがたし われみずからのこの生命<ｲﾉ
ﾁ> 食み残し居り まだ死に難し」などと読みながら、毎日１升もあおっていたとか。
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70
ホタル帰る : 特攻隊
員と母トメと娘礼子

赤羽礼子
特攻隊って知っていますか? 出撃前夜、宮川軍曹は、死んだらﾎﾀﾙになって帰ってくると
云って出撃。その夜、一匹のﾎﾀﾙがきた。戦争末期の知覧の軍指定食堂経営者鳥浜ﾄﾒ
さんの特攻隊員への対応を娘が書いたもの。泣かない、と思っても涙が出ます。

71 西郷隆盛伝説 佐高信
維新の英傑西郷南洲とは誰?、でも東京上野恩賜公園のｻｲｺﾞーｻﾝは知っている。鹿児
島では神様（のよう）。日常の西郷さんは情の人だが、考えていたのは日本という国、世
界の中の日本という未来だったようだ。大災害の後の今、西郷さんならどうされるだろう。

72 西郷隆盛 池波正太郎
西郷は真の政治家だが世に横行する政治家でなく、詩人の魂をもつ理想家・教育家。ま
た軍人ではない、という。日本の近代化革命=明治維新を平和裏にすすめながら、なぜ、
西南の役を起こしたか?維新の大物西郷隆盛の伝記小説だが維新史でもある。

73 奇妙な国 島比呂志
「奇妙な国」ってどんな国?　鹿児島県鹿屋市国立ﾊﾝｾﾝ病療養所「星塚敬愛園」を、そこ
で大半の人生を過ごした著者は外部交流を絶たれていたことをこう呼んだ。本書は、日
常を淡々と描いているが、他のﾊﾝｾﾝ文学者北条民雄と対比して読むべきかもしれない。

74 浮雲 林芙美子
戦争下、義弟との不倫を逃れ安南（今のﾍﾞﾄﾅﾑ）に渡った主人公は、また、そこで出会っ
た男性との関係を深める。荒廃した東京に帰ったものの厳しい現状から屋久島に行き着
く。究極のｵﾝﾅとｵﾄｺの関係、大人の恋愛小説、と友人の編集者の言ですが。

75
薩摩スチューデン
ト、西へ

林望
林望ことﾘﾝﾎﾞｳ先生は本職近世書誌学者、でも小説家として拝読しています。本書は、明
治維新後、いち早く変化を実践した薩摩隼人らの留学記。単なる学問修得ではなく、日
本をどう造るか、愛国心に基づいた学習だったと思います。勉強になります。

76 天璋院篤姫 上・下 宮尾登美子
NHK大河ﾄﾞﾗﾏでｲﾒｰｼﾞが固まった篤姫は養父薩摩藩主の密命を帯びてお嫁入り、問題
多い夫と時代にあわない幕府政治の最後をみとり、徳川家の面子をまもった聡明な女
性。本の中の篤姫も素敵、外への関心、固い信念、しかし情に厚い知的な女性でした。

77 大造じいさんとガン 椋鳩十
小学5年教科書にのっている本書は両羽の白い羽毛のある賢いｶﾞﾝと老年のｶﾞﾝ狩人の
ちえ比べです。著者は鹿児島県の図書館長として、子どもに本を読ませる活動を広げら
れたことでも有名、そして猫好きで白い猫を飼っておられたそうですが、これは余計。

78 統ばる島 池上永一
八重山諸島の8島を舞台にしたﾌｧﾝﾀｼﾞｰだが、恐ろしげな話が多い。この地域そのものを
ﾌｧﾝﾀｼﾞｯｸに見がちだが、広大な海のちっぽけな島々、実際はそれほど軟でない。ただ8
つの物語は最後に統（す）ばり、やはり神秘的・・ﾌｧﾝﾀｼﾞｰだと思います。

79 南の島のティオ 池澤夏樹
大学で物理学専攻の著者初の子ども向けの作品。著者は転々とする中、ある時期沖縄
にも住まわれましたが、本書は、南の島のﾎﾃﾙ経営者の息子ﾃｨｵの不思議な経験です。
主題は美しい自然でもあり、少年でもあり、ﾃｨｵに起こる不思議でもあります。

80 トロイメライ 池上永一
ﾄﾛｲﾒﾗｲ（夢見ごこち）は、著者の前作「ﾃﾝﾍﾟｽﾄ」が首里城、琉球王朝を描いているのに対
し、那覇の庶民を対象としており、やや読みやすいというか人情的で理解しやすい。た
だ、本格的琉球王朝物語はﾃﾝﾍﾟｽﾄです。

81
小説　琉球処分
上・下

大城立裕
そもそも琉球処分って何？明治維新後廃藩置県では鹿児島県管轄となった琉球は、古
来、島津藩と明や清にも属しつつ微妙な独自の立場を守ってきたが、本書は、琉球王家
の最後の顛末を描いている。その後の米軍の存在、オキナワはまだ終わっていない。

82 つるかめ助産院 小川糸
男にふられた風来坊女性が訪れた沖縄の島で妊娠を知り、成り行きでその地の助産院
で母になる。実際にあった？それより自然経過にゆだね生を見守るつるかめ助産院の存
在、案ずるより産むがやすしとは申しませんが、機械化と保健医療の質は大いに違う。

83 メタボラ 桐野夏生
都会の生活から逃亡、落ちこぼれて？沖縄にきた2人の若者の話。付いてゆくのがしん
どい本でしたが、オキナワ、ﾜｰｷﾝｸﾞﾌﾟｱ、ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵﾚﾝｽ、集団自殺、ﾆｰﾄ、読まねば
ならないと思いました。なぜ沖縄なのでしょうか、でもやっぱりオキナワでないと。

84
てぃだかんかん : 海
とサンゴと小さな奇
跡

金城浩二
沖縄出身の1期生が、ｻﾝｺﾞが危ないの、と云っていました。その沖縄のきれいなｻﾝｺﾞを取
り戻すために、ｻﾝｺﾞの養殖移植、世界初の人工産卵に成功し人間力大賞を受賞された
金城浩二ご夫妻のご苦労を描いたﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ。映画もあります。

85
沖縄だれにも書かれ
たくなかった戦後史

佐野眞一
日本の繁栄のためにどこかにしわ寄せ、犠牲が押し付けられる。と漠然と知ってはいて
も、本当の戦後沖縄の歴史は知らないままだ。ﾚﾝﾀｶｰのﾅﾋﾞでは一色に塗られた基地、
ﾊﾟﾚｽﾁﾅを思い出した。でも、沖縄を支えてきた人々はいる。それも知りたい。

86
西表やまねこ診療
所

岡田豊

都市型病院型の現代医療に飽き足らず、総合病院外科医から西表西部診療所長になっ
た岡田先生。それもこれも医療なのですが、自分が本当にやりたいこと、やるべきことは
何、との迷い、医師になった原点は何とも。お目にかりたいですね。そして西表ﾔﾏ猫に
も。

87 琉球布紀行 澤地久枝
20年来存じ上げている著者は和服だけでなく、また日本だけでなく布ものに詳しい。戦後
史研究に2年余沖縄に滞在された間、現地の染織作家を訪ね、その作品に触れ、伝統的
な技術と自然に根ざした美しい色合いを守り続ける織手たちの物語をつづられている。
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88 琉球の風 陳舜臣
No.81の「琉球処分」に先立つ17世紀の話。中国は明からの冊封使を迎えた琉球では、
おごそかで華やかな儀式の陰で、日本側徳川政府、薩摩藩と明の間の微妙な関係調整
が講じられていた。ｱﾌﾘｶの独立…を思い出させる壮大な歴史物語。

89
鉄の暴風 : 沖縄戦
記

沖縄タイムス
社編著

第二次世界大戦時、わが国領土では唯一地上戦が行われ、多数以上の国民が亡くなっ
た沖縄。ひめゆりの塔などを知っているが、壮絶な戦争の記録は読みたくないけど読ん
でおかねばならない・・・現地のﾒﾃﾞｨｱがまとめた記録です。

90 はるかニライ・カナイ 灰谷健次郎
「太陽の子」や「兎の眼」を読んだ人は多いでしょう。10年以上前ですが、同著者の新作
子ども用の物語。ﾆﾗｲ･ｶﾅｲの神さまに見守られ暮らす沖縄の人々の生活とほんわかし
た優しさの中で、都会の学校からﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄしたひとりの少女がよみがえります。

91 オキナワの少年 東峰夫
関係ないですが、著者は路上生活を含め本当にﾊﾁｬﾒﾁｬな暮らしぶりで最近では生活保
護とか。本書は、米兵向けｓｅｘ workを生業とする家の少年の暮らしを描いています。
ちょっと判りにくい沖縄方言が雰囲気でもあり、重い主題ながら一気に読み通せます。

92 豚の報い 又吉栄喜
沖縄そのものの話。ｽﾅｯｸに豚が闖入、ｽﾀｯﾌ（女性）一人が失神（ﾏﾌﾞｲ<魂>を落とすと云
う）。その厄落しに御嶽<ｳﾀｷ>に向かう道中の出来事が本書の物語りですが、出てくる女
性の皆が、色々な経験をして傷ついているものの、みな健気に生きていると実感します。

93 なんくるない よしもとばなな

最初の「ｷｯﾁﾝ」が読みづらく、長く読みませんでしたが、この短編集は素直に読めまし
た。お名前のﾀﾄｩｰを入れたり、人を食ったようなﾍﾟﾝﾈｰﾑですが、海外での評価は高く、
国際的小説家です。今、色々、読み出しましたがﾕﾙｷｬﾗ…小説、今の時代に必要なので
すね。

94 沖縄ノート 大江健三郎
沖縄（問題）は解決していないのに「内地」の人は沖縄を忘れようとしている、と現地の知
人に云われたことがありました。その前に、問題の本質を知らない・・とも思います。先
般、裁判で決着がついたこの沖縄ﾉｰﾄ「問題」もその一つにすぎませんが・・・・

95 接近 古処誠二

ため息をつきながら読み進めた本です。最後のﾍﾟｰｼﾞ、「銃弾は少年の腹部を貫通し、背
中に回されたｻｶﾉの手は、少年の温かい血を指の間からこぼした」で、何かが吹っ切れ
た思いです。極限状態の沖縄…と帯にありますが、信頼と裏切りの何とはかない関係
か。

96
ナミイ！ : 八重山の
おばあの歌物語

姜信子
石垣島の実在の高齢歌手ﾅﾐｲおばあの物語。映画「ﾅﾐｲと唄えば」の原作。三線<ｻﾝｼﾝ>
と声で生計を立てたﾅﾐｲおばあは、歌は神さまを喜ばせるものと信じているから、人々を
感動させる。高齢者は保護の対象? いえいえ、神へのﾒｯｾﾝｼﾞｬｰですね。

97 ハイドゥナン 藤崎慎吾
著者は米ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ大環境科学修士課程修了。2032年、未曾有の地殻変動で南西諸島に
沈没の危機。資源優先の政府と地殻変動を阻止するためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始める科学者、
大地の怒りを鎮める14番目の御嶽が必要と巫女。面白いですが、大作。

98 イリオモテヤマネコ 今泉吉典
1960年代、新種の猫といっても野生のﾔﾏﾈｺ発見。琉大高良鉄夫教授、動物作家戸川幸
夫氏、国立博物館動物部長今泉吉典博士らが現地の人々の協力を得て、死体、骨格さ
らに生け捕りし、時間をかけて新種であると同定されるまでの経過です。

99
邪馬台国・日向への
道

山田昌行
各地のｶﾞｲﾄﾞ本もある著者が出版社退職後に、様々な邪馬台国本や魏志倭人伝を読み
解き直し立てられた邪馬台国の位置についての大胆な仮説ですが、読んでみると成程と
思うところが多いのです。で、宮崎に行ってみると、さらに納得できるのですが…

100
卑弥呼の使い : 魏志
倭人伝を読み解く

鈴木一郎
著者はかのｲﾁﾛｰと同姓同名ですが、農林省官僚から中津市長を務められたお役人。そ
の間のご研鑽が歴史学と考古学をﾐｯｸｽして新たに魏志倭人伝を読み解き、3世紀のわ
が国、邪馬台国ではなく邪馬「壱」国をめぐる倭諸国や中国との関係を物語られました。
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